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に
向
け
た
議
会
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

参
加
者
か
ら
好
評
な
意
見
が
あ
る

も
の
の
参
加
者
数
は
減
少

今
回
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
で
は
、

「
良
か
っ
た
」の
回
答
が
57
％
を

占
め
、
今
後
の
意
見
交
換
会
に
も

「
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」の
回
答
が

74
％
に
達
し
、
お
お
む
ね
好
評
で

あ
る
一
方
、
全
体
の
参
加
者
数
は

昨
年
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
意

見
を
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も
日
程
、

開
催
場
所
な
ど
工
夫
を
重
ね
な
が

ら
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

見
は
、
各
委
員
会
で
整
理
や
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
多
く

の
意
見
が
あ
っ
た
雪
舟
く
ん
、
英

語
教
育
特
区
、
市
内
の
南
北
道
整

備
、
中
原
川
の
排
水
対
策
に
つ
い

て
の
各
項
目
は
、
今
後
、
所
管
の

委
員
会
で
所
管
事
務
調
査
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
６
月
定
例
市
議
会
で
は
、

意
見
交
換
会
で
の
意
見
を
基
に
し

た
一
般
質
問
を
議
員
か
ら
行
う
な

ど
、
色
々
な
方
法
で
意
見
の
反
映

議
員
と
市
民
の
意
見
交
換
会

食
調
理
場
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
、
清
音
公
民
館
で
は
、
三
因
古

墳
群
の
調
査
や
梅
雨
時
期
の
雨
水

対
策
の
整
備
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
議
会
活

動
の
活
性
化
、
市
職
員
の
働
き
方

改
革
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
を
掘
り
下
げ
る
た
め
各
委
員

会
で
所
管
事
務
調
査
を
実
施

市
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意

行
い
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
紙
面
の
都
合
で

一
部
割
愛
し
て
い
ま
す
。）

若
い
人
に
地
域
に
住
ん
で
も
ら
う

ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
意
見
交
換

午
前
中
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
総
社
小
学
校
の
建
て
替
え
、

用
水
路
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、

ま
た
、
昭
和
公
民
館
で
は
、
人
口

減
少
地
域
に
若
い
人
に
住
ん
で
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
英
語
特

区
、
雪
舟
く
ん
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
、
山
手
公
民
館
で
は
、
山
手
地

区
の
人
口
が
増
え
て
い
る
背
景
・

要
因
、
大
雨
時
の
冠
水
へ
の
対
策

要
望
に
つ
い
て
の
意
見
等
が
出
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
基
に
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
東
公
民
館
で
は
、

南
北
道
整
備
や
国
府
川
護
岸
工
事

等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
西
公
民
館

で
は
防
災
士
の
活
動
や
新
設
の
給

意
見
交
換
会
で
は
、
ま
ず
、
２

月
臨
時
市
議
会
及
び
２
月
定
例
市

議
会
の
活
動
報
告
を
実
施
。
賛
否

の
分
か
れ
た
議
案
等
の
審
議
経
過
、

賛
成
・
反
対
討
論
の
様
子
や
平
成

29
年
度
当
初
予
算
で
の
主
な
事
業

で
あ
る
南
北
道
整
備
、
給
食
調
理

場
新
設
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
の
市
民
の
皆
様

と
意
見
交
換
を
実
施
。
参
加
し
た

市
民
の
皆
様
と
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

少
人
数
に
分
か
れ
、
意
見
交
換
を

　

本
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

く『
議
員
と
市
民
の
意
見
交
換

会
』（
議
会
報
告
会
）を
５
月
28
日
、

市
内
公
民
館
な
ど
６
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。
出
席
い
た
だ
い
た
計

38
人
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

議
員
と
市
民
の
意
見
交
換
会

英
語
教
育
特
区
な
ど
所
管
事
務
調
査
へ

市
民
の
意
見
を
新
た
な
政
策
の
出
発
点
に

東公民館会場

清音公民館会場

特
集

山手公民館会場西公民館会場

No. 参加者からの意見

1 英語特区は、地域限定であり不公平だと思う。もっと市全体に広めて不公平さをなくしてほしい。

2 通学路について、ユニチカ前大黒天物産の東側道路の歩道並びに照明を改善してほしい。

3 環境、防災、保安から不法駐車を行政として指導してほしい。地域によっては通行に支障を来している。

4 雪舟くんの利用について、車椅子使用者は雪舟くんに乗車できない。また、年間 5,000 円のいきいきチケッ
トでは不足する。増額できないか。

5 国府川が護岸工事できれいになったのはいいが、広くなりすぎて水がほとんどなく魚がいなくなった。

6 美術館はあったほうがいいが、中身が大事だ。総社に本当に良いものがあるのか、いい企画ができるのか。近
隣市に美術館はあるので、どうしても造らなくてはならないのか疑問だ。

7 新学校給食調理場は、防災のため屋上利用はできないか。外部のらせん階段は設置できないか。

8 三因古墳群は県も認める貴重な遺跡である。是非専門家による調査を進めてほしい。

9 防災士資格者は連絡網を作っている。防災に対する市の認識が薄いのではないか。議会も防災意識を高めてほ
しい。

10 古くなった市営住宅を若者が住みたくなるようなきれいなものに改善整備することなどが必要だと思う。例え
ば人口の少ない地域に住宅を造って、新採用職員に住んで経験してもらうのはどうか。

11 作山付近の冠水について、前川につながっている水路、周辺の団地が冠水する。なんとか早く工事をしてほしい。

12 議会フォーラムなどの講演内容を議会ではどういかしているのか。

●意見交換会での主な意見

総合福祉センター会場
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県
南
広
域
都
市
計
画
総
社
駅
南
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処

分
に
伴
う
清
算
金
の
徴
収
及
び
交

付
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
を
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

「
障
害
児
者
の
暮
ら
し
の
場
を
」

請
願
を
採
択
、
意
見
書
を
提
出

「
家
族
介
護
は
も
う
限
界
で
す

障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な
る

『
暮
ら
し
の
場
』の
早
急
な
整
備

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
」に
つ
い
て
は
、
文
教
福
祉

委
員
会
で
の
参
考
人
招
致
に
よ
る

審
査
等
を
経
て
、
全
会
一
致
で
採

択
す
る
こ
と
と
決
定
さ
れ
、
市
議

会
か
ら
の
意
見
書
を
衆
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
に
提
出
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
意
し
た
農
業
委
員
15

人
の
皆
様
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

財
産
取
得
、
工
事
委
託
契
約
締
結

を
可
決

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
、

災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
各
財
産
取
得
、
ま
た
、
総
社

市
富
江
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
水
処

理
設
備
工
事
及
び
電
気
設
備
工
事

の
委
託
契
約
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
等
も

可
決イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
的
な
行
政
手
続
等
を
推
進
す

る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う

と
す
る
条
例
制
定
、
ま
た
、
岡
山

学
校
施
設
維
持
管
理
経
費
８
１
０

万
円
。
ま
た
、
保
育
士
を
確
保
す

る
こ
と
で
待
機
児
童
の
解
消
を
図

る
た
め
の
総
社
市
保
育
士
支
援
金

創
設
に
６
０
０
万
円
、（
仮
称
）

常
盤
第
２
分
館
建
設
の
早
期
着
工

に
向
け
造
成
工
事
等
を
行
う
も
の

２
９
８
９
万
円
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
工
事
設
計
を
実
施
す
る

も
の
１
千
万
円
。
さ
ら
に
は
、
旧

雪
舟
く
ん
を
公
用
車
に
使
用
す
る

た
め
の
車
検
代
等
に
１
５
２
万
２

千
円
、
防
災
士
組
織
活
動
補
助
金

18
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
。
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
２
６
３
億
４
３
６
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
15
人
の
農
業
委
員
に
同
意

本
市
農
業
委
員
会
の
委
員
に
つ

い
て
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
市
議
会

６
月
定
例
市
議
会
を
６
月
８
日

か
ら
29
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期

で
開
き
、
議
案
33
件（
左
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
）、
請
願
１
件
の
審
査

を
し
ま
し
た
。

高
木
聖
鶴
・
聖
雨
基
金
条
例
を
全

会
一
致
で
可
決

本
市
の
書
の
振
興
及
び
書
道
教

育
を
通
じ
た
子
ど
も
の
育
成
の
た

め
の
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て

る
た
め
、
基
金
を
創
設
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

（
仮
称
）常
盤
第
２
分
館
造
成
工

事
や
秦
小
学
校
ト
イ
レ
設
置
経
費

も
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

で
は
、
高
木
聖
鶴
・
聖
雨
基
金
積

立
金
と
し
て
１
０
０
万
円
、
昭
和

福
祉
セ
ン
タ
ー
解
体
の
た
め
の
工

事
請
負
費
５
千
万
円
、　

秦
小
学

校
に
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
小

保
育
士
支
援
金
６
０
０
万
円
な
ど
の
補
正
予
算
も

高
木
聖
鶴
・
聖
雨
基
金
創
設
条
例
を
可
決

６
月
定
例
市
議
会

平成29年6月定例総社市議会  付議事件採決一覧表

番　　号 付　　議　　事　　件 結　　果

報告第　１号 繰越明許費について（平成28年度総社市一般会計予算） 報告を受けた

報告第　２号 繰越明許費について（平成28年度総社市公共下水道事業費特別会計予算） 報告を受けた

報告第　３号 地方自治法第180条第１項の規定による専決処分について
※庁用自動車の事故に係る和解及び損害を賠償すること 報告を受けた

承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度総社市一般会計補正予算（第10号）） 承 認

承認第　２号 専決処分の承認を求めることについて（総社市税条例の一部改正） 承 認

承認第　３号 専決処分の承認を求めることについて（総社市都市計画税条例の一部改正） 承 認

承認第　４号 専決処分の承認を求めることについて（総社市国民健康保険税条例の一部改正） 承 認

議案第３５号 財産の取得について※災害対応特殊救急自動車 原 案 可 決

議案第３６号 財産の取得について※災害対応特殊消防ポンプ自動車 原 案 可 決

議案第３７号 総社市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定について 原 案 可 決

議案第３８号 総社市高木聖鶴・聖雨基金条例の制定について 原 案 可 決

議案第３９号 工事委託契約の締結について※総社市富江汚水中継ポンプ場水処理設備工事及び電気設備工事 原 案 可 決

議案第４０号 岡山県南広域都市計画総社駅南地区土地区画整理事業施行条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第４１号 平成29年度総社市一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第４２号 平成29年度総社市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第４３号 平成29年度総社市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第４４号 平成29年度総社市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

同意第１０号から
同意第２４号まで 農業委員会の委員の任命に関する同意を求めることについて いずれも同意

議案乙 第１号 障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書について 原 案 可 決

議
長
交
際
費
執
行
状
況

８
月
定
例
市
議
会
の
予
定

日　時 内　容

８月21日（月） 開会

８月24日（木） 一般質問

８月25日（金） 一般質問

８月28日（月） 一般質問・質疑

８月29日（火） 委員会

８月30日（水） 委員会

８月31日（木） 委員会

９月 ７日（木） 閉会

問い合わせ  議会事務局 ℡92-8332

「総社市議会議長交際費の支出基準及び公表に関する要綱」に基づき、
議長の交際費の執行状況を公表します。

[平成29年４～６月分]
支出区分 支払年月日 支出金額 支出先等

激励金 4/23 10,000 第 64 回岡山県消防操法訓練大会

議長賞 6/18 5,400
第 71 回全日本アマ将棋名人戦、一
般将棋総社地区大会

土産等
4/27
5/1
5/15

2,300
7,700
7,142

行政視察先 (総務生活委員会)
行政視察先 (産業建設委員会)
行政視察先 (文教福祉委員会)

合　計 32,542

４月から
の累計

－ 32,542 －

秋
あきやま

山　陽
よ う た ろ う

太郎	（門田）
梶
かじたに

谷　範
の り お

雄	 （南溝手）
鎌
 か ま だ  

田　布
 ぬのゆき 

之	 （新本）
河
 か わ た  

田　直
な お き

樹	 （三輪）
小
こ は ら

原　弘
ひろし

	 （清音柿木）
定
さ だ い

井　正
ま さ お

雄	 （原）
佐
さ の

野　年
としあき

昭	 （清音軽部）
髙
たかすぎ

杉　通
み ち お

夫	 （三須）
髙
 た か た  

田　稔
みのる

	 （久代）
髙
 た か や  

谷　均
ひとし

	 （宿）
野
の せ

瀬　秀
ひ で こ

子	 （秦）
能
の と や

登谷　和
 かずまさ 

正（下原）
林
はやし

　眞
ま こ と

理	 （西阿曽）
本
ほんぎょう

行　逸
すぐる

	 （見延）
横
よ こ た

田　幸
ゆきのり

則	 （山田）

農業委員
（同意第10号〜同意第24号）

（任期：平成29年7月20日〜
平成32年7月19日）
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そうじゃ  議会だより  2017年（平成29年）８月 そうじゃ  議会だより  2017年（平成29年）８月

答 問

一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答 問

問

問

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）

新
教
育
長
任
命
に
あ
た
り
市
長

の
見
解
は
ど
う
か

人
物
本
位
と
民
間
で
の
キ
ャ
リ

ア
と
見
識
で
任
命
し
た

難

波

正

吾

雪
舟
生
誕
６
０
０
年
を
目
処
に

整
備
を
し
た
い

雪
舟
生
誕
地
公
園
整
備
は
今
後

ど
う
す
る
の
か

津
神
謙
太
郎

問
地
方
教
育
行
政
法
が
変
わ
り

市
長
の
教
育
行
政
へ
の
関
与
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
新
教
育
長
任
命
に
当
た
っ
て

の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長
教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
兼

務
す
る
新
制
度
で
の
提
案
で
あ
っ
た

が
可
決
い
た
だ
い
た
。
任
命
に
当

た
っ
て
は
ま
ず
人
物
本
位
だ
。
Ｊ

Ｆ
Ｅ
で
所
長
ま
で
務
め
ら
れ
た
。

今
、
社
会
の
中
で
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
の
ス
キ
ル
、
卒
業
後
に
ど

う
生
き
て
い
く
の
か
、
将
来
像
が

分
か
っ
て
い
る
人
が
教
育
現
場
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
現
場
は

教
育
長
に
任
せ
る
が
、
私
は
教
育

大
綱
を
作
る
役
割
が
あ
り
、
心
優

し
く
礼
儀
正
し
い
総
社
を
愛
す
る

子
ど
も
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
社

会
の
中
で
息
づ
い
て
い
け
る
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
方
針
で
頑
張
る
。

問
教
員
の
勤
務
時
間
は
ど
う
か
。

文
科
省
の
調
査
で
は
、
小
中
学
校

教
員
の
平
日
勤
務
時
間
が
11
時
間

を
超
え
、
小
学
校
教
諭
が
34
％
、

中
学
校
教
諭
の
58
％
が
過
労
死
ラ

イ
ン
を
超
え
て
い
る
。
本
市
の
現

状
は
ど
う
か
。

教
育
長
昨
年
６
月
実
績
で
残
業

時
間
は
、
小
学
校
61
時
間
、
中
学

校
71
時
間
だ
。
県
平
均
よ
り
中
学

校
で
約
15
時
間
少
な
い
。
県
と
市

町
村
教
委
が
連
携
し
て
教
員
の
時

間
外
を
減
ら
す
取
組
を
開
始
し
た
。

経
済
政
策
に
つ
い
て

問
雇
用
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
新
卒
者
の
就
業
者
は
１
１

０
人
で
あ
る
。
ま
た
現
時
点
で
ユ

ニ
チ
カ
ゾ
ー
ン
に
１
１
２
８
人
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
エ
リ
ア
に

１
千
人
で
、
今
後
の
雇
用
予
定
総

数
は
９
０
０
人
だ
。

問
当
初
の
計
画
ど
お
り
と
は
い

か
な
い
と
思
う
が
、
公
園
整
備
の

内
容
は
、
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

市
長
地
元
の
方
々
と
よ
く
相
談

し
て
進
め
た
い
。
ま
た
、
合
併
特

例
債
を
使
え
る
か
ど
う
か
を
検
討

し
な
が
ら
、
地
元
の
方
や
雪
舟
ゆ

か
り
の
方
々
、
教
育
委
員
会
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。

問
倉
敷
市
が
公
園
整
備
で
合
併

特
例
債
を
使
っ
て
い
た
。
同
様
に
、

使
え
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
合
併
特
例
債
は
平
成
31
年

度
工
事
完
成
と
い
う
縛
り
が
あ
る

の
で
、
県
と
協
議
を
進
め
た
い
。

問
２
０
２
０
年
の
雪
舟
生
誕
６

０
０
年
で
の
お
披
露
目
会
は
で
き

な
い
か
。

市
長
時
間
、
時
期
の
ず
れ
も
あ

る
が
、
議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら

お
披
露
目
会
等
も
進
め
て
い
き
た

い
。

答 問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
見

直
し
は
ど
う
か

返
礼
率
が
４
割
を
超
え
る
も
の

も
あ
る
の
で
見
直
し
て
い
く

小

西

利

一

問
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
米

の
買
取
り
価
格
は
変
更
し
な
い
の

か
。

市
長
総
務
省
の
通
達
も
あ
り
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
。
１
万
４
千

円
か
ら
引
き
下
げ
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

問
地
元
の
工
芸
作
家
の
作
品
を

返
礼
品
の
リ
ス
ト
に
も
っ
と
載
せ

て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
部
長
今
ま
で
も
総
社

市
の
特
産
品
を
入
れ
て
い
る
が
、

地
元
の
工
芸
作
家
を
紹
介
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
今
後
取
り
上
げ
て

い
く
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
本
来
の
趣

旨
は
、
政
策
を
掲
げ
、
そ
の
政
策

に
対
し
て
寄
附
を
募
る
の
が
あ
る

べ
き
姿
で
は
な
い
か
。

市
長
総
務
省
か
ら
の
通
達
も
あ

り
、
今
後
は
返
礼
品
の
金
額
の
見

直
し
を
含
め
、
政
策
論
議
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

問
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を

食
用
と
し
て
有
効
に
活
用
で
き
な

い
か
。

市
長
昭
和
小
学
校
カ
レ
ー
に
イ

ノ
シ
シ
の
肉
を
使
っ
て
い
く
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

問
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
支

援
策
と
し
て
、
薬
剤
購
入
の
補
助

は
で
き
な
い
か
。

市
長
現
状
調
査
を
行
い
、
前
向

き
に
考
え
て
い
く
。

無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
間
の

討
論
会
も
検
討
す
る

市
民
の
行
政
へ
の
関
心
を
高
め

る
方
法
は
な
い
か

笠

原

武

士

問
予
算
決
定
の
見
え
る
化
は
ど

う
か
。

市
長
予
算
の
決
定
過
程
や
市
長

枠
査
定
の
公
開
は
市
議
会
へ
の
報

告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
気
に
な
る
が
、

調
査
研
究
は
進
め
る
。

問
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
グ

ル
ー
プ
の
行
政
検
討
会
は
ど
う
か
。

市
長
現
在
中
学
生
議
会
、
県
立

大
学
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
各
種

の
意
見
を
聴
く
機
会
を
作
っ
て
い

る
。
無
作
為
抽
出
法
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
育
所
の
待
機
児
童
と
幼
稚
園
の

活
用問

幼
稚
園
の
活
用
に
よ
り
待
機

児
童
の
減
少
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

教
育
長
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

は
、
３
歳
児
の
受
入
れ
、
18
時
ま

で
の
延
長
等
の
改
善
を
し
て
き
た
。

今
後
、
午
前
８
時
か
ら
の
受
入
れ

を
検
討
す
る
。

中
学
校
部
活
動
で
の
活
動
時
間
の

現
状
と
対
策

問
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、

県
か
ら
の
応
援
体
制
は
ど
う
か
。

教
育
長
県
か
ら
活
動
時
間
に
対

し
て
支
援
金
が
出
て
い
る
。
中
学

校
の
現
場
で
は
好
評
で
あ
る
。
現

在
は
運
動
部
限
定
で
あ
る
が
、
文

化
部
へ
の
支
援
を
要
望
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
市
独
自
の
部
活
応

援
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

車
椅
子
使
用
者
の
交
通
支
援
は

問
い
き
い
き
チ
ケ
ッ
ト
の
増
額

は
で
き
な
い
か
。

市
長
車
椅
子
使
用
者
は
市
内
に

約
１
３
０
人
い
る
。
年
５
千
円
の

い
き
い
き
チ
ケ
ッ
ト
は
、
大
幅
な

増
額
を
検
討
し
た
い
。

市内赤浜の雪舟生誕の地

公園整備が進められる雪舟生誕地
の全体風景
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そうじゃ  議会だより  2017年（平成29年）８月 そうじゃ  議会だより  2017年（平成29年）８月

答 問

一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答 問

問

問

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）

有
害
鳥
獣
の
駆
除
の
報
奨
を
強

化
す
る

猿
の
被
害
対
策
に
檻
の
効
果
が

大
き
い
と
聞
く
が
ど
う
か

西

森

頼

夫

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
額

は
幾
ら
か
。
そ
の
う
ち
米
の
占
め

る
割
合
と
寄
附
額
は
幾
ら
か
。

市
長
平
成
28
年
度
実
績
は
、
寄

附
額
12
億
８
３
５
２
万
円
で
あ
る
。

米
は
そ
の
う
ち
約
50
％
の
６
億
５

２
３
６
万
円
で
諸
経
費
を
引
い
た

収
支
は
１
億
４
千
万
円
に
な
る
。

問
お
礼
の
品
に
農
産
物
を
希
望

し
た
人
の
寄
附
は
農
業
振
興
に
使

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
総
務
省
が
お
礼
の
品
は
寄
附
額

の
３
割
以
下
に
す
る
よ
う
通
達
を

出
し
た
が
農
業
振
興
の
観
点
か
ら

は
５
割
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

市
長
農
業
政
策
な
ど
寄
附
者
の

意
向
に
沿
っ
た
寄
附
金
の
活
用
を

考
え
て
い
く
。
返
礼
品
の
返
礼
割

合
は
総
務
省
の
通
達
に
従
い
、
見

直
し
を
検
討
す
る
。

猿
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

問
猿
の
被
害
対
策
は
難
し
い
と

思
い
、
届
出
を
し
な
い
人
が
多
い

と
考
え
る
が
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
被
害
届
は
１
件
だ
が
、
実

際
の
被
害
は
も
っ
と
多
い
。

問
猿
が
出
没
し
た
ら
バ
ケ
ツ
を

叩
い
た
り
、
花
火
を
飛
ば
し
た
り

す
る
が
、
あ
る
朝
、
弱
々
し
い
バ

ケ
ツ
の
音
が
す
る
の
で
行
っ
て
み

た
ら
猿
が
叩
い
て
い
た
。
手
の
打

ち
よ
う
が
な
い
。
新
見
市
で
は
檻

を
し
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
聞

く
が
ど
う
か
。

市
長
鳥
獣
被
害
の
対
策
は
抜
本

的
に
強
め
る
。

よ
く
調
査
を
し
て
し
っ
か
り
予

算
化
し
て
い
く

農
作
物
へ
の
今
後
の
猿
対
策
は

ど
う
か

岡

崎

亨

一

問
農
作
物
へ
の
被
害
状
況
は
ど

う
か
。

産
業
部
長
平
成
28
年
度
は
、
被

害
届
が
１
件
の
み
で
、
被
害
額
は

約
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

市
長
も
っ
と
被
害
は
多
い
と

思
っ
て
い
る
。
対
応
は
県
と
も
相

談
し
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
市
民
か
ら
の
信
号
機
、
横
断

歩
道
な
ど
の
要
望
状
況
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
平
成
10
年
か
ら

１
７
０
件
の
要
望
を
頂
い
て
お
り

47
％
が
実
施
で
き
て
い
る
。　
　

市
長
私
の
経
験
則
で
、
一
度
に

通
過
し
切
れ
な
い
交
差
点
は
、
市

内
に
９
箇
所
あ
る
。
情
報
の
開
示

は
、
県
警
等
と
相
談
し
て
検
討
す

る
。

公
民
館
・
分
館
に
つ
い
て

問
就
任
以
来
、
ど
れ
く
ら
い
公

民
館
を
訪
問
し
、
問
題
点
を
把
握

し
て
い
る
か
。

教
育
長
全
て
訪
問
し
て
い
る
。

新
耐
震
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い

も
の
が
７
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
３

つ
は
耐
震
診
断
を
行
っ
た
。
中
央

公
民
館
は
一
部
補
修
が
必
要
で
あ

る
が
、
東
・
西
公
民
館
は
耐
震
補

修
の
必
要
な
し
と
診
断
が
出
て
い

る
。

問
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
整
備
を
進
め
て
い
く
。

教
育
部
長
昭
和
の
年
代
に
建
築

し
た
も
の
が
６
割
あ
る
。
築
40
年

以
上
経
過
し
た
の
が
中
央
・
東
・

西
の
公
民
館
と
池
田
分
館
で
あ
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
基

に
個
別
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い

く
。

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
て
る
た

め
夢
を
か
な
え
た
人
の
話
を

加

藤

保

博

是
非
や
り
た
い
。
講
演
や
授
業

な
ど
を
計
画
し
た
い

労
働
条
件
を
適
正
に
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う

安
倍
内
閣
が
唱
え
る
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

深

見

昌

宏

問
市
内
出
身
者
で
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
夢
を
か
な
え
、
全
国
的
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
。
母

校
な
ど
に
招
き
講
演
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に

向
か
い
大
き
く
羽
ば
た
く
契
機
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
良
い
提
案
を
頂
い
た
。
人

選
も
含
め
早
速
検
討
に
入
り
た
い
。

観
光
大
使
に
つ
い
て

問
本
市
に
は
純
粋
な
観
光
大
使

は
い
な
い
。
総
社
で
生
ま
れ
育
っ

た
方
に
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
す
ぐ
に
は
思
い
浮
か
ば
な

い
が
、
最
適
な
方
が
お
ら
れ
た
ら

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
総
合
計
画
の
指
針
に「
全
国

屈
指
の
福
祉
文
化
先
駆
都
市
を
目

指
す
」と
あ
る
が
、
福
祉
文
化
と

は
意
味
不
明
だ
。
便
宜
上
の
造
語

か
。

市
長
本
来
は
福
祉
・
文
化
と
い

う
別
々
の
意
味
で
あ
る
。
総
合
計

画
審
議
会
委
員
か
ら
の
指
摘
で
文

化
と
い
う
二
文
字
を
加
え
た
。

問
福
祉
に
比
べ
文
化
に
目
が
向

い
て
い
な
い
表
れ
と
感
じ
る
が
ど

う
か
。

市
長
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
文

化
先
駆
都
市
も
目
指
す
。

文
化
振
興
施
策
に
つ
い
て

問
文
化
の
継
承
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
各
種
工
芸
作
家
の
方
が
近
年

は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

教
育
長
指
摘
の
と
お
り
だ
。
反

省
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

問
文
化
振
興
推
進
の
根
底
を
支

え
る
方
た
ち
だ
。
活
動
を
支
援
す

る
評
価
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
今
後
よ
く
調
査
を
し
、

対
処
し
て
い
き
た
い
。

問
市
役
所
職
員
の
働
き
方
の
問

題
点
、
現
状
は
ど
う
か
。

市
長
岡
山
県
内
15
市
の
中
で
職

員
の
数
が
人
口
と
比
べ
て
最
も
少

な
く
、
残
業
時
間
も
多
い
。

問
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
人
口
動
態
や
税
収
も
考
え

て
職
員
を
増
や
す
方
向
で
検
討
し
、

働
き
方
も
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う
。

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問
市
内
の
小
・
中
学
校
で
の
働

き
方
の
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
長
時
間
外
労
働
は
小
学
校

教
諭
の
県
平
均
で
64
時
間
、
本
市

で
は
61
時
間
で
あ
る
。
ま
た
、
中

学
校
で
は
県
平
均
で
87
時
間
、
本

市
で
は
71
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、

学
校
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
差
が
あ

る
。
個
人
差
も
あ
り
、
18
時
頃
に

帰
る
先
生
も
い
れ
ば
、
22
時
を
過

ぎ
て
帰
っ
て
い
る
先
生
も
い
る
。

問
今
後
、
県
教
育
委
員
会
と
市

教
育
委
員
会
と
で
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
る
か
。

教
育
長
県
も
本
気
で
働
き
方
改

革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
。
今
後
、

業
務
削
減
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
付

け
る
業
務
委
託
、
そ
し
て
教
員
の

意
識
改
革
の
３
つ
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
県
、
市
、

学
校
の
三
重
構
造
で
あ
る
が
、
信

頼
関
係
を
築
き
、
で
き
る
だ
け
学

校
に
権
限
移
譲
す
る
よ
う
に
し
て
、

先
生
の
労
働
時
間
を
少
し
で
も
短

く
す
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

答 問

効果がある猿の檻

市役所でも働き方改
革が求められる
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一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答 問

問

問

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）

（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）

答 問

問
被
災
地
に
は
生
活
困
窮
さ
れ

て
い
る
人
が
ま
だ
大
勢
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
東
日
本
義
援
金
を

使
っ
て
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
チ
ュ
ッ
ピ
ー
パ
ン
を

配
っ
た
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
う
。
仙
台
市
の
要
望
か
。

市
長
私
が
仙
台
市
に
提
案
し
、

仙
台
市
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

問
本
市
に
東
日
本
義
援
金
が
ま

だ
３
６
０
万
円
以
上
残
っ
て
い
る
。

こ
の
使
い
道
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長
本
市
の
子
ど
も
た
ち
を
仙

台
市
に
派
遣
し
て
、
被
災
の
傷
跡

を
見
て
も
ら
い
被
災
の
語
り
部
に

な
っ
て
も
ら
う
事
業
に
使
う
。

問
義
援
金
は
被
災
者
に
特
化
し

て
使
う
べ
き
で
、
本
市
の
子
ど
も

に
使
う
の
な
ら
ば
、
市
で
予
算
を

確
保
す
べ
き
だ
。
義
援
金
は
議
会

の
議
決
の
要
ら
な
い
お
金
だ
か
ら

と
い
っ
て
市
長
が
主
体
的
に
使
い

道
を
決
め
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。

市
長
義
援
金
を
残
し
て
も
仕
方

が
な
い
。

土
木
担
当
員
制
度
に
つ
い
て

問
我
々
議
員
が
住
民
か
ら
受
け

た
土
木
要
望
を
担
当
課
に
つ
な
ぐ

と
、「
土
木
担
当
員
に
要
望
を
出

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」と
言

わ
れ
る
。
行
政
の
方
か
ら
動
こ
う

と
し
な
い
。
土
木
担
当
員
制
度
は

行
政
に
と
っ
て
都
合
が
良
い
も
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
住
民
か
ら
し

た
ら
都
合
の
悪
い
制
度
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
長
議
員
か
ら
の
要
望
は
受
け

入
れ
る
が
、
土
木
担
当
員
に
地
域

で
取
り
ま
と
め
て
も
ら
う
。

独
り
よ
が
り
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い

義
援
金
は
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
使
う
べ
き
で
は
な
い
か

萱

野

哲

也

問
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て

公
園
の
コ
ン
セ
ン
ト
・
水
銀
灯
・

上
水
道
・
ト
イ
レ
・
椅
子
等
の
設

置
、
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど

う
か
。

市
長
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
市

の
区
分
を
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

問
市
道
路
面
の
白
線（
誘
導
表

示
・
車
道
外
側
線
・
横
断
歩
道

等
）の
引
き
直
し
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

市
長
基
準
を
定
め
、
実
施
す
る
。

問
農
業
用
水
路
の
蓋
設
置
に
つ

い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長
基
準
を
定
め
、
実
施
す
る
。

障
が
い
者
施
策

問
障
が
い
者
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
で
あ
る
人
口
内
耳
等
の
助

成
見
直
し
の
考
え
は
ど
う
か

市
長
助
成
金
の
見
直
し
を
行
う
。 公

園
の
基
準
を
定
め
て
実
施
す

る 公
園
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
考
え
は
ど
う
か

村

木

理

英

問
市
街
地
の
中
で
、
特
に
商
店

街
の
空
洞
化
が
目
立
つ
。
市
の
第

２
次
総
合
計
画
基
本
計
画
で
、
市

街
化
区
域
の
再
活
性
化
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
実
行

す
る
の
か
。

市
長
総
社
駅
か
ら
総
社
宮
ま
で

を
、
立
地
適
正
化
政
策
を
取
り
、

一
つ
一
つ
実
現
化
し
て
い
く
。
４

月
か
ら「
人
口
増
推
進
室
」で
空

き
家
百
選
を
作
る
等
の
対
策
に
あ

た
る
。
ま
た
、
市
街
地
の
南
北
道

の
拡
幅
等
で
、
で
き
る
所
か
ら
進

入
路
を
造
る
。

総
合
政
策
部
長
商あ

き

人ん
ど

応
援
事
業

で
起
業
し
た
の
は
２
件
で
あ
る
。

問
空
き
建
物
や
店
舗
に
賑
わ
い

作
り
の
た
め
の
交
流
の
場
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

市
長
集
い
の
場
を
作
る
の
は
大

切
だ
。
私
も
青
春
時
代
に
通
っ
た

道
だ
。
未
来
に
向
か
っ
て
歩
み
た

い
。

都
市
計
画
に
つ
い
て

問
市
の
都
市
計
画
に
関
わ
る

ル
ー
ル
等
は
あ
る
か
。

市
長
都
市
計
画
法
は
、
国
に
あ

り
、
市
は
10
年
計
画
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。

観
光
行
政
に
つ
い
て

問
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
の
観
光

地
巡
り
の
反
響
は
ど
う
か
。

市
長
６
月
１
日
に
総
社
駅
か
ら

国
分
寺
、
こ
う
も
り
塚
、
農
マ
ル

園
芸
、
そ
し
て
高
梁
へ
と
行
き
、

反
響
は
大
変
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。

問
本
市
に
は
鬼
ノ
城
や
豪
渓
、

宝
福
寺
、
国
分
寺
五
重
塔
等
々
あ

る
。
総
社
市
完
結
の
観
光
が
良
い

が
ど
う
か
。

市
長
そ
の
よ
う
に
し
て
、
更
に

ツ
ア
ー
も
考
え
て
い
く
。

商あ
き

人ん
ど

応
援
事
業
等
の
補
助
金
で

起
業
す
る
人
を
支
援
す
る

市
街
地
を
ど
の
よ
う
に
し
て
活

性
化
し
て
い
く
の
か

根

馬

和

子

問
大
型
公
共
投
資
も
控
え
る
中

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長
新
庁
舎
や
総
社
小
学
校
な

ど
、
大
型
事
業
を
行
い
な
が
ら
財

政
の
健
全
化
を
行
な
う
た
め
に
、

今
後
の
各
部
、
各
課
の
予
算
組
み

を
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
で
厳
し
く
査

定
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
の
運
営
に
つ

い
て問

近
年
の
利
用
者
の
推
移
と
財

政
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
財
政
状
況
は
近
年
、
純
利

益
が
減
少
し
、
年
約
１
億
３
千
万

円
の
借
金
返
済
に
単
市
予
算
を
繰

り
入
れ
て
い
る
状
況
だ
。

産
業
部
長
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
に
か
け
て
、
利
用
者
数

は
、
25
万
７
５
２
９
人
か
ら
26
万

５
２
５
３
人
へ
と
ほ
ぼ
横
ば
い
だ

が
、
利
益
は
１
億
１
６
８
５
万
円

か
ら
９
７
５
７
万
円
へ
と
減
少
傾

向
で
あ
る
。

問
市
債
償
還
の
完
済
年
度
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

市
長
平
成
34
年
度
に
借
金
は
完

済
予
定
だ
。

問
大
規
模
改
修
の
予
定
は
ど
う

か
。

市
長
宿
泊
部
屋
の
増
床
や
お
風

呂
場
の
拡
充
の
検
討
な
ど
、
借
金

完
済
ま
で
に
議
会
な
ど
と
も
議
論

し
、
改
修
を
決
め
て
い
き
た
い
。

問
集
客
の
た
め
、
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
拠
点

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
は
前
向
き
に

考
え
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

健
康
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
絡
め
て

サ
ン
ロ
ー
ド
を
発
着
点
と
す
る

コ
ー
ス
を
作
っ
て
い
く
。

市
の
財
政
見
通
し
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る

中
長
期
の
財
政
見
通
し
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

三

宅

啓

介

↑
二
車
線
道
路
だ
が
、
中
央
線
･
車
道
外
側

線
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

↑
農
業
用
水
路
の
上
に
蓋
が
な
く
危
険
な
た

め
、
住
民
が
自
ら
蓋
を
し
て
い
る
。
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て
い
く
が
、
何
年
計
画
で
、
ど
う

い
う
使
い
方
を
す
る
の
か
。

答
今
回
基
金
に
積
み
立
て
る
お

金
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
使
う
予

定
は
な
い
た
め
、
何
年
間
で
と
の

計
画
は
な
い
。
議
会
と
も
相
談
し

な
が
ら
使
っ
て
い
く
。

■
平
成
29
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）（
議
案
第

41
号
）（
所
管
部
分
）

問
小
学
校
費
の
修
繕
費
が
秦
小

学
校
だ
け
な
の
は
な
ぜ
か
。

答
秦
小
学
校
は
共
用
の
多
目
的

ト
イ
レ
を
除
き
洋
式
便
器
が
な
い

般
会
計
に
入
れ
る
と
、
他
の
予
算

と
一
体
化
し
、
書
に
限
定
し
た
使

い
方
が
で
き
な
く
な
り
、
書
を
通

じ
た
も
の
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
高
木
先
生
の
御
意
向
に
反
し
て

し
ま
う
た
め
で
あ
っ
た
。
今
年
の

秋
に
文
化
振
興
財
団
で
追
悼
展
を

行
う
予
定
だ
が
、
そ
れ
に
掛
か
る

経
費
を
差
し
引
き
清
算
し
た
残
額

を
、
財
団
か
ら
基
金
に
寄
附
し
、

今
後
は
市
で
一
括
し
て
次
世
代
育

成
に
使
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
今
回
１
０
０
万
円
の
基
金
を

積
み
立
て
、
育
成
の
た
め
に
使
っ

問
防
災
士
資
格
取
得
者
の
支
援

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
。

答
金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
講
師

の
相
談
、
市
の
行
事
へ
の
参
加
な

ど
、
防
災
士
が
地
域
の
中
で
活
躍

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。
今
後
も
市
と
協
力

体
制
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

文
教
福
祉
委
員
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

６
月
定
例
会
で
議
案
７
件
で
あ
り
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
請
願
１
件
は
採
択
）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
社
市
高
木
聖
鶴
・
聖
雨
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案

第
38
号
）

問
高
木
先
生
か
ら
今
ま
で
頂
い

た
寄
附
金
は
基
金
と
し
て
積
み
立

て
ず
、
今
回
積
み
立
て
る
の
は
な

ぜ
か
。

答
今
ま
で
頂
い
た
寄
附
金
約
２

５
０
０
万
円
は
、
文
化
振
興
財
団

で
管
理
し
、
競
書
展
や
展
覧
会
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
一

住
民
票
や
税
の
証
明
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
請
で
き
、
市
で
は
、

申
請
を
受
け
た
後
、
郵
送
で
市
民

に
送
付
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

●
平
成
29
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）（
議
案
第

41
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
も
の
》

・
旧
雪
舟
く
ん
を
公
用
車
と
し
て

使
用
す
る
た
め
の
車
検
代
等
の
経

費
、
防
災
士
組
織
活
動
補
助
金
等

問
雪
舟
く
ん
の
旧
車
両
に
つ
い

て
、
９
台
は
ど
こ
に
配
置
す
る
の

か
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
不
要
に
な

る
公
用
車
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
９
台
の
車
は
各
部
に
割
り
当

て
る
。
財
政
課
の
所
管
す
る
ワ
ゴ

ン
タ
イ
プ
の
車
が
４
台
あ
る
が
、

今
回
、
そ
の
う
ち
の
２
台
を
廃
車

す
る
。

問
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収

納
業
務
に
つ
い
て
、
ど
こ
の
コ
ン

ビ
ニ
で
も
公
金
を
支
払
え
る
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
ほ
ぼ
全
て
の
コ
ン
ビ
ニ
で
市

税
等
の
公
金
を
支
払
え
る
よ
う
に

な
る
。

る
も
の
で
す
。

問
市
民
に
と
っ
て
、
手
続
の
メ

リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

答
今
後
、
条
件
整
備
を
行
え
ば
、

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
37
号
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
的
な
行
政
手
続
等
を
推
進
す

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
２

億
３
千
万
円
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
本
年
度
も
平
成
28
年
度
と
同

程
度
の
寄
附
額
を
目
標
と
し
て
い

る
。
一
方
、
総
務
省
か
ら
の
通
知

で
、
返
礼
品
の
返
礼
率
を
３
割
以

下
に
下
げ
る
よ
う
に
と
い
っ
た
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

返
礼
率
が
３
割
を
超
え
て
い
る
も

の
も
あ
る
の
で
、
今
年
の
秋
を
目

途
に
見
直
し
を
し
て
い
く
よ
う
に

考
え
て
い
る
。
お
米
に
つ
い
て
も
、

平
成
30
年
産
以
降
は
取
扱
い
を
見

直
し
た
い
。

問
旧
堀
邸
修
繕
事
業
の
繰
越
明

許
の
理
由
は
ど
う
か
。

答
堀
邸
が
古
民
家
で
あ
り
、
確

保
し
た
予
算
で
は
、
な
か
な
か
落

札
さ
れ
ず
、
契
約
ま
で
の
時
間
を

要
し
た
。
ま
た
、
狭
い
所
で
が
れ

き
の
搬
出
も
人
力
で
す
る
こ
と
に

な
り
、
工
期
が
長
く
掛
か
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ

る
。

●
総
社
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

総
務
生
活
委
員
会

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

６
月
定
例
会
で
議
案
７
件
で
あ
り
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
平
成
28
年
度
総

社
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

10
号
）（
承
認
第
１
号
）（
所
管

部
分
）

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

3委員会　視察で見えた先進地の工夫

●〈総務生活委員会　平成 29 年４月 28 日〉
・市庁舎建設事業について（高梁市）

市庁舎建設のフロア配置の考え方、合併特例債の活用など事業費について調査

●〈文教福祉委員会　平成 29 年５月 25 日～ 26 日〉
・インクルーシブ教育について（岐阜県多治見市）

障がいのある子と障がいのない子が可能な限り共に学ぶ仕組み作りについて視察
・不登校対策総合プログラムについて（奈良県大和郡山市）

旧県立図書館を活用して、何らかの理由で学校へ行けないこどもたちの居場所として開設

●〈産業建設委員会
　　平成 29年５月 11日～ 12日〉
・国家戦略特別区域（地方創生特区）　
　について（佐賀県鳥栖市）
　鳥栖地域では、まとまった企業用
地の確保が困難になっており、企業
誘致や企業の拡張に支障を来してい
る。

・立地適性化計画の策定について 
　（福岡県久留米市）
　人口密度や日常生活サービス施
設を維持するエリアを設定し、計
画に基づく施策を展開

委員会の動き
４月20日　産業建設委員会（きびじつるの里の在り方ほか）

４月24日　議会運営委員会（予算を伴う協定の議決事項の追加についてほか）

５月２9日　文教福祉委員会（平成29年度特別支援学級の状況ほか）

６月 1日　議会運営委員会（６月定例市議会の運営等について）

６月20日　総務生活委員会（議員と市民の意見交換会での意見について）

６月 21日　産業建設委員会（議員と市民の意見交換会での意見について）

６月２2日　文教福祉委員会（スポーツセンター現地調査ほか）

教えて Ｑ
Ａ＆議会 議長・副議長

●正副議長選挙
　地方自治法により、議員の中から議長及び副
議長をそれぞれ選挙することが義務付けられ、
他の案件に優先して行われます。
●議長・副議長の任務
　議長は議会を代表し、本会議がスムーズに進
行するよう指揮するのが主な仕事です。議長に
は秩序保持権、議事整理権など会議を仕切る権
利が与えられています。また、その他にも議会
の事務を統轄する事務統理権、本会議の裁決で
可否同数の場合の裁決権、委員会への出席及び
発言権、議会事務局職員の任命権などがありま
す。
　副議長は、議長に事故があるとき（病気など
により議場に来ることができない等）、または
議長が欠けたとき（辞職等）に議長の代わりを
務めます。 高梁市庁舎内で職員から意見を聴く総務生活委員
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修
会
、
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
、

全
国
都
市
問
題
会
議「
人
が
集

い
め
ぐ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
地

方
議
員
研
究
会「
質
問
準
備
の

効
果
的
な
方
法
、
議
会
や
委
員

会
で
の
質
疑
や
り
と
り
向
上
研

修
」、
東
京
中
央
卸
売
市
場
視

お
り
で
す
。

･
調
査
研
究
費
…
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

導
入
に
つ
い
て
京
都
府
視
察

･
研
修
費
…
日
本
自
治
創
造
学
会

研
究
大
会「
地
方
が
創
る
日
本

の
未
来
〜
議
会
・
住
民
・
自
治

〜
」、
生
活
保
護
問
題
議
員
研

査
研
究
費
、
研
修
費
、
広
報
費
、

広
聴
費
、
要
請
・
陳
情
活
動
費
、

会
議
費
、
資
料
作
成
費
、
資
料
購

入
費
、
人
件
費
、
事
務
所
費
と
決

め
ら
れ
て
お
り
、
政
務
活
動
と
は

関
係
な
い
政
党
活
動
、
選
挙
活
動
、

後
援
会
活
動
、
私
人
と
し
て
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
活
動
の
た
め
の
経

費
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

な
お
、
年
度
終
了
後
に
は
、
領

収
書
等
を
添
え
て
収
支
報
告
を

行
う
こ
と
、
残
金
は
返
還
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
各
議
員
の
政
務
活
動
費
収
支
報

告
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

収
支
報
告
書
等
の
公
表

政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
等
の

閲
覧
に
つ
い
て
、
今
ま
で
は
、
開

示
請
求
か
ら
開
示
決
定
ま
で
２
週

間
程
度
の
期
間
が
必
要
で
し
た
が
、

議
会
改
革
の
一
環
で
手
続
の
簡
素

化
を
進
め
、
平
成
28
年
度
分
か
ら

即
時
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。（
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
）

各
議
員
の
活
用
事
例
は

平
成
28
年
度
政
務
活
動
費
の
各

議
員
の
主
な
活
用
事
例
は
次
の
と

政
務
活
動
費
と
は

政
務
活
動
費
は
、
地
方
自
治
法

及
び
総
社
市
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

月
額
３
万
５
千
円
が
議
員
個
人
に

交
付
さ
れ
、
市
政
の
課
題
及
び
市

民
の
意
思
を
把
握
し
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
活
動
そ
の
他
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
活

動
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
支
出
で
き
る
項
目
は
、
調

の
徴
収
及
び
交
付
に
当
た
り
、
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
関
係

条
文
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
す
。

問
清
算
金
の
徴
収
と
交
付
の
対

象
者
は
何
人
か
。

答
現
在
把
握
し
て
い
る
対
象
者

は
、
徴
収
が
約
４
０
０
人
、
交
付

が
約
５
０
０
人
で
あ
る
。

●
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
同
意
第
10
号
か
ら
第

24
号
ま
で
）

本
市
農
業
委
員
会
の
委
員
に
つ

い
て
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問
選
考
に
当
た
っ
て
年
齢
制
限

や
条
件
は
あ
る
の
か
。

答
年
齢
制
限
は
な
い
が
、
認
定

農
業
者
が
過
半
数
を
占
め
る
こ
と

や
農
業
者
以
外
の
中
立
的
な
立
場

の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
。
ま
た
、

委
員
の
年
齢
、
性
別
に
著
し
い
隔

た
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
等
の
規
定
が
あ
る
。

０
０
人
分
の
報
償
費
を
計
上
し
て

い
る
。

産
業
建
設
委
員
会

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

６
月
定
例
会
で
議
案
18
件
で
あ
り
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
平
成
28
年
度
総

社
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

10
号
）（
承
認
第
１
号
）（
所
管

部
分
）

問
繰
越
明
許
費
補
正
変
更
の
清

音
神
在
本
線
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
増
額
の
内
容
は
ど
う
か
。

答
地
権
者
と
の
協
議
に
不
測
の

日
数
を
要
し
た
こ
と
か
ら
年
度
内

竣
工
が
見
込
め
ら
れ
ず
繰
越
明
許

の
額
を
増
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
総
社

駅
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て（
議
案
第
40
号
）

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
総
社

駅
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の

換
地
処
分
に
伴
い
生
じ
る
清
算
金

上
げ
る
よ
り
は
、
確
実
な
金
額
を

補
正
で
あ
げ
た
ほ
う
が
適
切
と
判

断
し
た
た
め
で
あ
る
。

問
保
育
士
支
援
金
の
支
払
い
対

象
者
は
誰
か
。

答
１
日
６
時
間
以
上
、
月
20
日

以
上
勤
務
と
い
う
要
件
を
満
た
し

た
保
育
士
、
栄
養
士
、
調
理
師
、

事
務
員
で
あ
る
。
園
長
先
生
等
の

管
理
職
は
含
ま
な
い
。
年
度
中
途

で
の
採
用
者
の
分
を
見
込
み
、
３

の
で
、
ま
ず
改
修
を
行
う
。
今
後

は
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
全
体
的
な
見
直
し
の

中
で
改
修
し
て
い
く
。

問
昭
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
解
体
が

当
初
予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
な

の
は
な
ぜ
か
。

答
昨
年
度
11
月
補
正
で
解
体
に

伴
う
設
計
の
予
算
を
計
上
し
て
い

た
が
、
設
計
の
工
期
が
３
月
末

だ
っ
た
。
不
確
か
な
額
を
当
初
で

委
員
会
活
動
報
告

　文教福祉委員会では、３月３日、６月22日の２回にわた
り、市スポーツセンターの現地調査を実施しました。
　これは、利用者等から野球場のベンチ内の設備の劣化に
よる不具合等、施設管理の状況について意見をお聞きした
ことから、それを基に実施したもので、２回目の調査で改
善がなされた状況等も確認しました。今後も適切な管理運
営がなされるよう注視してまいりたいと考えます。

政
務
活
動
費
の
公
表

野球場ベンチの設備等を現地調査

議会改革の一環
平成28年度分から手続を簡素化

政務活動費領収書等閲覧
いつでも可能に

平成28年度分政務活動費収支報告書等の閲覧方法
総社市議会では、政務活動費の支出の透明性を高めるため、

従前から政務活動費収支報告書等の公表に努めています。この
度、市民の皆様に、より閲覧していただきやすくするため、次
のとおり手続の見直しを行いました。どうぞお気軽にご覧くだ
さい。

閲覧できる書類　領収書等を添付した収支報告書
日　時　平日（午前８時30分～午後５時15分）
場　所　総社市議会事務局
　　　　　（場所は別途ご案内します。）

手　続　事前連絡不要で、時間内であれば、
いつでも閲覧可能です。なお、平成
27年度分以前の書類の閲覧には従前
どおりの開示手続が必要となります。

問い合わせ　議会事務局　℡0866-92-8332
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察「
総
社
産
の
ぶ
ど
う
流
通
に

つ
い
て
」

･
広
報
費
…
議
会
活
動
報
告
作
成

･
広
聴
費
…
分
館
で
の
広
聴
会
開

催
の
た
め
の
茶
菓
代

･
資
料
購
入
費
…
地
方
創
生
大
全
、

全
国
農
業
新
聞
、
災
害
対
策
基

本
法
、
空
家
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
透
明
性
向
上
と
有
効
活
用
を

政
務
活
動
費
は
、
今
後
、
更
に

支
出
の
透
明
性
を
高
め
、
そ
の
活

用
内
容
や
成
果
を
積
極
的
に
公
開

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

政
務
活
動
費
の
活
用
に
よ
る
調

査
研
究
、
研
修
は
議
員
の
資
質
を

向
上
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で

す
。
次
回
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定

数
が
２
人
減
る
こ
と
か
ら
、
一
人

ひ
と
り
の
議
員
が
担
う
役
割
は
よ

り
大
き
く
な
り
ま
す
。
更
に
専
門

的
な
知
識
を
も
っ
て
活
動
し
て
い

く
よ
う
政
務
活
動
費
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

再
生
紙
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
う
じ
ゃ
議
会
だ
よ
り

平
成

29年
８

月
１

日
発

行
発

行
／

総
社

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
電

話
 0866（

92）8332　
Eメ

ー
ル

 gikai@
city.soja.okayam

a.jp
印

刷
／

株
式

会
社

郁
文

社
印

刷 田
ん
ぼ
に
植
え
ら
れ
た
稲
も
一

雨
毎
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
が

心
地
良
い
昨
今
で
す
。
昨
年
は
タ

ニ
シ
が
大
発
生
し
、
一
等
米
が
と

れ
な
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
方
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
に
米
を
20

俵
も
出
せ
た
と
喜
ば
れ
る
方
、
お

米
で
悲
喜
こ
も
ご
も
の
様
子
に
、

心
か
ら
感
謝
の
思
い
が
募
り
ま
す
。

さ
て
、
議
員
と
市
民
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
会
が
去
る
５
月
28
日

に
６
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
少
数
で
し
た
が
、
地
域
的

な
問
題
や
課
題
な
ど
、
早
期
に
解

決
し
実
現
で
き
る
も
の
や
、
慎
重

審
議
し
て
い
く
も
の
等
様
々
な
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
執

行
部
と
の
二
人
三
脚
で
課
題
解
決

に
挑
む
べ
く
、
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
住
み
よ
い
総
社
市
を
創

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
根
馬
和
子
）

◆
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

	

委
員
長　

頓
宮
美
津
子

副
委
員
長　

小
川　

進
一

委　
　

員　

岡
崎　

亨
一

委　
　

員　

深
見　

昌
宏

委　
　

員　

髙
谷　

幸
男

委　
　

員　

村
木　

理
英

委　
　

員　

根
馬　

和
子

編

集

後

記

議席
番号 議員氏名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・

陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務所費 合計

1 萱野　哲也 420,000 109,264 242,000 12,888 1,427 365,579
2 三宅　啓介 420,000 40 140,020 4,482 18,924 163,466
3 岡崎　亨一 420,000 16,060 283,800 10,800 310,660
4 深見　昌宏 420,000 102,971 374,020 27,963 504,954
5 小川　進一 420,000 12,312 261,880 32,400 306,592
6 髙谷　幸男 420,000 381,260 47,462 23,298 452,020
7 小西　義已 420,000 49,749 445,900 2,554 62,905 561,108
8 難波　正吾 420,000 120,080 20,400 114,460 120,000 60,000 434,940
9 小西　利一 420,000 149,543 125,420 63,342 9,876 348,181
10 津神謙太郎 420,000 10,692 9,876 15,835 36,403
11 村木　理英 420,000 384,620  114,008 498,628
12 頓宮美津子 420,000 12,550 296,060 13,800 322,410
13 赤澤　康宏 420,000 97,432 281,960 1,500 38,821 419,713
14 片岡　茂夫 420,000 83,977 220,280 49,088 52,980 406,325
15 塩見　禎章 0 0 
16 名木田正昭 420,000 62,375 350,700 34,095 447,170
17 加藤　保博 420,000 57,098 131,000 8,752 28,434 72,000 297.284
18 笠原　武士 420,000 99,205 125,420 22,107 37,116 283,848
19 根馬　和子 420,000 93,800 228,540 103,680 9,645 15,538 10,131 461,334
20 荒木　勝美 420,000 22,434 56,140 62,409 140,983
21 山口　久子 420,000 111,176  35,936 63,579 210,691
22 剣持　堅吾 420,000 71,681 276,420 72,067 420,168
23 大熊　公平 420,000 34,570 387,040 94,070 515,680
24 西森　頼夫 420,000 39,204 66,574 120,000 60,000 285,778

計 9,660,000 1,186,237 4,870,560 468,626 9,645 0 0 312,119 897,466 240,000 209,262 8,193,915

平成28年度政務活動費収支報告書集計表

※合計金額が交付額を超える部分は自己負担とし、合計金額が交付額に満たない部分は返還しています。


